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【主な研究成果】 

AA7000系アルミニウム合金の熱間押出加工の生産性の向上を目的に，AA7075合金の熱間押出しへ

のダイコーティングの適用と氷による成形部の冷却を行った．ダイコーティングの適用として，成形部の

トライボ特性の向上を目的にAlCrNやTiAlN，DLCなどのPVDコーティングをベアリング表面に適用し

た．それらと熱間押出し加工用工具表面処理として用いられるNitridingとの摩擦係数やテアリング発生

挙動などを確認した．熱間押出し加工などを対象とした摩擦試験から，AlCrNは熱間でのせん断摩擦

係数が小さいことを確認した．熱間押出し実験では，AlCrNをダイコーティングとして適用することで，材

料流動性が向上し，テアリングサイズの縮小化が実現した．また，加工発熱の影響の低減を目的とし

た，氷による冷却押出し実験では，テアリング発生が本実験での押出後端まで抑制された．これらの実

験結果からAA7075合金の熱間押出し高速化条件の糸口が明らかになった． 
【今後の展望】 
AA7075合金の熱間押出実験から詳細な発生条件の特定を行う．AA7075合金の高い強度を維持しつ

つ，生産性を向上させるため，押出材の冷却方法を確立する．冷却方法として液体窒素等を用い，押

出材最表面の再結晶層の粗大化を抑制する． 
【具体的な成果】 

 ●論文 

T. Funazuka, K. Dohda, N. Takatsuji, C. Hu, & S. Ngernbamrung, “Effect of die coating on sur
face crack depth of hot extruded 7075 aluminum alloy”. Friction, 2022, 1-13. 
 ●国際会議発表 

T. Funazuka, K. Dohda, N. Takatusji, K. Takano, & N. Sukunthakan, “Effect of Temperature on 
Surface Cracking Defects in AA7075 Hot Extrusion.”, 25th International Conference on Material 
Forming, April 27-29, 2022, 227. 
 ●招待講演 

T. Funazuka, K. Dohda, “Application of Die Coating to Hot Aluminum Extrusion Process.”, Sem
inar Lecture, King Mongkut’s University of Technology North Bangkok, Thailand, July 27, 2022. 
注意事項 
・成果報告書はこの様式を用いて作成し、2023年5月19日（金）までに軽金属材料共同研究拠点のホームページ 

（https://ilm.kumamoto-u.ac.jp/）よりアップロードください。詳細は別途ご案内いたします。 
・提出いただいた共同研究報告書は、先進軽金属材料国際研究機構共同研究報告（年報）を発行し、上記ホー

ムページに掲載いたしますので、公表できる範囲において作成してください。 
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